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六
月
十
五
日
、
南
丹
市
役
所
美

山
支
所
に
お
い
て
「
美
山
町
環
境

保
全
対
策
協
議
会
」
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
自

然
環
境
と
景
観
の
保
全
お
よ
び
美

化
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
的
な
景
観
を

後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
の
各
種
団
体
や
地
域
住
民
団

体
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
生
活
雑
排
水
に
よ

る
水
質
汚
濁
か
ら
「
清
流
美
山
川
」

を
守
る
取
り
組
み
や
、
ゴ
ミ
の
減

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
指
導
、

啓
発
の
活
動
計
画
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

園
部
町
内
の
農
業
生
産
者
を
対

象
に
、「
安
心
・
安
全
野
菜
づ
く
り

講
習
会
」
が
六
月
二
十
一
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
に
よ
る

野
菜
の
生
産
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
消
費
者
と
生
産
者
と
の
「
食
」

に
対
す
る
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
園
部
町
農
業

技
術
者
会
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

講
習
会
で
は
、
野
菜
ご
と
に
栽

培
方
法
と
害
虫
や
病
気
の
防
除
、

駆
除
方
法
が
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト

が
配
布
さ
れ
、
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
栽
培
の
実
践
方
法
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
七
日
、
卒
煙
教
室
が

南
丹
市
園
部
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て

も
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
方
や
、

こ
れ
か
ら
禁
煙
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
か
れ
、

約
三
十
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。教

室
で
は
、
京
都
第
一
赤
十
字

病
院
の
繁
田
正
子
医
師
に
よ
る
卒

煙
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
無
理
な

く
楽
し
く
禁
煙
に
挑
戦
で
き
る
方

法
の
紹
介
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
の
交
流
も
あ
り
、
参
加
者

ら
は
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

▲農薬や化学肥料を使わない栽培方法が紹介されました

▲繁田医師から卒煙のアドバイスを受ける参加者

▲自然環境の保全と美化について話し合われました

安
心
・
安
全
の

野
菜
を
作
ろ
う

―
安
心
・
安
全
野
菜
づ
く
り
講
習
会
―

美
し
い
自
然
環
境
を

後
世
に
残
す
た
め

明るく楽しく無理なく卒煙
―初の卒煙教室に30人が参加―

―
美
山
町
環
境
保
全
対
策
協
議
会
総
会
―

南
丹
市
助
役
に

仲
村
脩
氏
・
岸
上
吉
治
氏

六
月
二
十
六
日
、
平
成
十
八
年

度
南
丹
市
六
月
議
会
で
助
役
人
事

が
承
認
さ
れ
、
仲
村
脩
氏
（
日
吉

町
胡
麻
）
と
岸
上
吉
治
氏
（
八
木

町
西
田
）
が
七
月
一
日
付
け
で
就

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
四
年
で
す
。

南丹市助役
仲村　　脩

南丹市助役
岸上　吉治


